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1. 雪の初日.雪の終日.積雪日数.年最深積雪

2. 霜の初日.霜の終日.霧日数.雷日数

3. 最高気温0℃未満の日数.最低気温0℃未満の日数

最高気温25℃以上の日数.最高気温30℃以上の日数

1.雪の初日.雪の終日.積雪日数.年最深積雪

気象観測では空気中にすこしでも雪が落ちると降雪の記録とする。降雪

を記録したもっとも早い日または遅い日を、雪の初日または終日という。

降雪が地表のほぼ半分以上をおおったとき積雪があったといい、かりに降

雪が前日またはそれ以前のものであっても地表の半分以上をおおっている

状態の日を積雪日という。

今までに日本で降雪の記録された南限は大島（奄美）の名瀬で、積雪の

南限は同島の湯湾岳である。年中雪が降りつづく高山や高緯度地方は雪の

初日と終日の判定に困る。そのため年の区切りは、その年の最高気温の現

れた日ときめ、それ以前のものは前年のなごりの雪すなわち終雪とし、そ

れ以後のものは新らしい年の雪とする。またその平年値の算出は暦年の平

均値とすると一続きの季節を切断することになるので、1940年秋から1970

年春まで30年間の寒候期間の値を平均している。

初雪から終雪までの期間の平年値は、北海道北部で約180日、秋田付近

で約140日、新潟と高田付近で約120日であり、またこれら背後の山岳地域

ではさらにこれよりも1ヶ月以上長い。全般的には日本海側の地域でいち

じるしく長くなっている。

積雪は人間の社会生活に種々の障害と影響をおよぼすため、積雪の期間

は雪の季節の指標として初雪から終雪の期間を用いるよりも実際的であ

る。

積雪日数の平年値は、北海道の日本海側と山岳部では120～150日、秋田、

新潟などでは60～90日、太平洋側の関東以南では数日程度である。

年最深積雪は地表をおおった雪の1年間のうちの最大積雪深をいい、30

年間の寒候期間の平均値を平年値とする。この値は、北陸地方から北の日

本海側の山岳地や山麓部で2～5m、平野部で0.7～1mである。

これらの図は、気象官署約150地点の平年値から作成した。

〔資料〕

1.気象庁，日本気候表 その2 地点別月別平年値(1941～1970)，1972

2.気象庁，積雪累年気候表，1963

2.霜の初日.霜の終日

霜は大気中の水蒸気が昇華して直接地面または地物に付着した氷の結晶

体である。霜柱は、土中の水分が氷点で結晶し毛管現象によって下方から

つぎつぎに成長して地上に現れた結晶体で、霜とは区別される。

霜は気温が5～6℃以下になり地表面が0℃以下に冷却された時に発生

する。地表面の温度が0℃になることは、霜の発生する必要条件である。

しかし地表面の温度が0℃になっても、雨か雪の降っているとき、湿度の低

いとき、風の強いときなどは霜の発生しないことがある。

一般に、霜の初日から終日までを霜期間、終日から初日までを無霜期間

という。

2.霧日数

霧は発生する場所によって山霧、海霧、川霧、湖霧、盆地霧、都市霧な

どに分類され、また発生する機構によって放射霧、移流霧、前線霧などに

分類される。

放射霧は、大地の放射冷却によって地面に接する大気が冷やされて、大

気中の水蒸気が凝結したものである。移流霧は、冷たい水面を暖気流が通

過するとき、大気が水面によって冷やされて発生する。これと逆に、暖か

い水面を寒気流が通過するとき、霧が水面から発生する。この霧も移流霧

の一種である。前線霧は前線付近に発生するもので、降雨による露点の上

昇が原因である。霧は単独の要因よりもいくつかの要因の組合せによって

発生することが多い。

霧は山岳や盆地で多い。山岳の霧は特に季節的にかたよらず一年中発生

し、盆地の霧は秋から春にかけて多い。また海岸部の霧は春から秋にかけ

て多い。

雷や雷雨は、強い上昇気流によって発生する。雷は上昇気流の起りかた

によって、熱雷、界雷、渦雷などに分類される。

熱雷は、強い日射のため地面が熱せられ、地面近くの空気が軽くなって

発生する熱対流によって生じる雷雨である。界雷は、主として寒冷前線の

前方の暖気流が、前進する寒冷前線によって上方に押し上げられるために

発生する。渦雷は低気圧や台風圏内に周囲から吹き込む収束気流が中心部

で上昇気流になるために発生する。

雷日数は、雷鳴または雷光を記録した日数である。1日のうち別の雷雲か

ら2回以上の雷を記録することもあるため雷の発生回数は雷日数よりも多

いことがある。雷の現象は霧の発生する範囲よりも狭く、とくに熱雷は非

常に狭い範囲の局地的現象である。

雷日数の多い地域は、群馬県中部から栃木県北部にかけての山麓部、愛

知県東部から長野県南西部にかけての木曽川上流域、富山県西部などで、

これらの地域の雷日数はいずれも30日近い日数を記録している。また季節

別にみた雷日数は、一般に夏期に多く、とくに太平洋側の山麓部に多い。

しかし日本海側の金沢、高田などの12～2月の3ヵ月間の雷日数は、年間雷

日数の約3割をしめ、冬の雷はこれらの地域では珍しくない。冬の雷は関東

北部にほとんど発生しないが、石廊崎、勝浦などの太平洋沿岸や八丈島三

宅島などの伊豆諸島に多く、さらに鳥島まで南下するとまた少なくなる。

これは、乾いた季節風が関東北部を吹きぬけ、太平洋上で湿度の高い暖気

団と接触して不安定となり、さらに鳥島あたりまで南下すると寒気団は暖

められてしまうためである。

雷雨にともない雹が降ることがある。雷雨が雹になる割合は、日射が強

くなっても気温のまだあがらない5～6月頃に高い。しかし雷雨の回数が夏

に卓越するため雹も夏に多い。雹は雷以上に局地的な現象であるが、農作

物とりわけ、たばこ、桑、野菜などに大きな被害を与える。

霜の初日、霜の終日、霧日数、雷日数の図は、気象官署約150地点の平年

値から作成した。

〔資料〕

1.気象庁，日本気候表 その2 地点別月別平年値(1941～1970)，1972

2.気象庁，日本気候図 第2集，1972

3.気象庁，全国異常気象・気象災害一覧 (1961～1970)，1974

気温は、季節を表わすもっとも一般的指標であり、ある特定の気温の日

数を用いてその地点の季節の状態を表わすことがしばしばおこなわれてい

る。

最高気温0℃未満の日は、1日中気温が0℃を越えない非常に寒い日の

ことで、真冬日と呼ばれる。真冬日の年間日数の平年値は、札幌51日、仙

台3日、長野9日で、四国の南岸、宮崎、鹿児島の海岸沿いではこのような

日は全然記録されていない。また関東以西の太平洋沿岸や瀬戸内海沿岸の

地域でも真冬日になることはきわめてまれである。

最低気温0℃未満の日は冬日と呼ばれる。冬日の気温の日変化の状況を

みると明け方は氷点下になり,日中は大部分氷点を上まわる。日本の冬の

季節感に適合した日である。冬日の年間日数の平年値は、札幌145日、仙台

95日、長野114日、東京 43日、鹿児島 25日で,那覇では 1日も記録され

ない。

最高気温25℃以上の日は、夏日と呼ばれ、東京で5月になるとしばしば

現われる。夏日の年間日数の平年値は、札幌50日、仙台68日、長野 100日、

東京 108日、広島109日、鹿児島145日、那覇200日である。

最高気温30℃以上の日は、真夏日と呼ばれ、東京では梅雨のあけた頃か

ら現われはじめる。その年間日数の平年値は、札幌9日、仙台17日、東京

47日、広島45日、鹿児島69日、那覇83日である。

ある特定の気温日には、このほかに最低気温25℃以上の日があり、これ

を熱帯夜と呼ぶ。夜でも気温25℃以上であるため非常に寝苦しい暑さであ

る。その年間日数の平年値は、東京12日、広島7日、鹿児島16日、那覇77

日で、仙台以北では1日も記録されない。

これらの図は気象官署約150地点の平年値から作成した。

〔資料〕

1.気象庁，日本気候表 その2 地点別月別平年値 (1941～1970)，1972

2.雷日数

3.最高気温 0℃未満の日数.最低気温 0℃ 未満の日数.
最高気温25℃以上の日数.最高気温 30℃以上の日数

最低気温25℃以上(熱帯夜)の年間日数

冬日夏日の日数
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雪の初日.雪の終日.積雪日数.年最深積雪

雪 の 初 日

積 雪 日 数

年 間

年 最 深 積 雪

雪 の 終 日
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霜の初日.霜の終日.霧日数.雷日数

霜 の 初 日
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霜 の 終 日

雷 日 数

年 間
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最高気温0℃未満の日数.最低気温0℃未満の日数.最高気温25℃以上の日数.最高気温30℃以上の日数

最 高 気 温 0℃ 未 満 の 日 数

（ 真 冬 日 ）

最 低 気 温 0℃ 未 満 の 日 数

(冬 日 ）

最 高 気 温 25℃ 以 上 の 日 数

（ 夏 日 ）

最 高 気 温 30℃ 以 上 の 日 数

(真 夏 日 )
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